









小山内薫 (1881-1928) は、早くも明治後期より中山太陽堂に関係しており、明治 45
年 (1912)から翌年にかけてヨーロッパに洋行した際には中山太陽堂が援助をしたとも言
われている。小山内は松竹を離れた大正 11年 (1922) にプラトン社の顧問となり、編集














を母体とし、大正 11年 (1922)の創業から昭和 3年 (1928)の廃業にわたる約 6年間に、
雑誌 3冊（『女性』、『苦楽』、『演劇・映画』）と文芸書 26冊を発行した。プラトン社創設









小山内薫 (1881-1928) は、早くも明治後期より中山太陽堂に関係しており、明治 45
年 (1912)から翌年にかけてヨーロッパに洋行した際には中山太陽堂が援助をしたとも言
































明治 44年 クラブデー始まる。以後、歌舞伎、新派、 この頃より中山太陽堂東京支店広告部
(1911) 新劇などの観劇会や割引を実施。 に関係。









大正 11年 5月、プラトン社創設、雑誌『女性』創 松竹退社、中山太陽堂と復縁。プラトン
(1922) 刊。 社の顧問となる。
大正 12年 (1923)9月 1日、関東大震災発生









(1926) 創刊 (8月廃刊）。 9月、）I[口松太郎退社。
昭和 2年 『女性』『苦楽』の編集部を東京に移す。 この頃までプラトン社の雑誌に執筆。
(1927) 







まず、 プラトン社という出版社について触れる前に、 母体である化粧品会社、 中山太陽
堂とはどのような会社だったのか、 ということについて、 ごく簡単ではあるが確認してお
きたい。現在のクラプコスメチックスの前身である中山太陽堂の創業は、明治 36年 (1903)
に当時 21歳であった中山太一 (1881-1958) が神戸で始めた化粧品卸売業に遡る。 その
後、 大阪に拠点を移した中山は化粧品の製造にも乗り出し、 明治 39年 (1906) に売り出
した自社製品 「クラブ洗粉」 の成功で世に名を知らしめることとなる。 この 「クラブ」 の
名称は、 「口にしやすく、 耳にモダンな響きを与えるもの」 として選ばれたといい、 「クラ















































東京の作家たちが関西に身を寄せたことで誌面はいっそう充実し、大正 13年 (1924) 1 































刊行期間：大正 11年 (1922) 5月～昭和 3年 (1928) 5月。通巻 72冊。
キャッチフレーズ：「高級婦人雑誌」「純文芸雑誌」。
※日本図書センターより 1991年~1993年復刻。総目次、解説あり。
『苦楽』（昭和 2年 (1927) 4月より誌名を『クラク』に改める）













































































































































「前兆」（翻訳小説）原作者： Stefan Zerom ski 205~ 208頁
■ 1922年 9月号
「小話三篇」（翻訳小説、「慈恵院の子供達」「パイプ」・「二人の偉大なる女優」）
原作者： Francis Jammes 206~212頁
■ 1922年 10月号
「緑衣の婦人」（翻訳小説）原作者： Georges Duhamel 196~ 201頁
■ 1922年 11月号
「織匠の家（一幕）」（翻訳戯曲）原作者： Edward Knoblauch 114~ 129頁
■ 1922年 12月号




「真珠の頸飾」（翻訳小説）原作者： Nikolai Ljesskof 134~ 143頁22
■ 1923年 3月号





「マイントニの婚礼」（翻訳小説）原作者： Kasimir Edschmid 17 4~ 182頁
■ 1923年 6月号












「復讐」（翻訳小説）原作者： Valery Brussof 46~ 58頁
「民衆芸術と志ての活動写真批判会速記録」（座談会、司会） 124~ 153頁
■ 1924年 3月号
「衣兜」（翻訳小説）原作者： Leon Frapie 168~ 173頁
■ 1924年 4月号
「休みの日」（翻訳戯曲）原作者： Emile Mazaud 256~ 277頁
「「大川端」時代」（エッセイ） 335~ 340頁
■ 1924年 5月号
「休みの日（承前）」（翻訳戯曲）原作者： Emile Mazaud 114~ 133頁
■ 1924年 6月号
「吸血鬼」（翻訳小説）原作者： JanNaruda 2~6頁
「床屋で」（翻訳小説）原作者： Anton Tchehov 86~89頁
「避暑地で」（翻訳小説）原作者： Anton Tchehov 130~ 131頁
■ 1924年 7月号




「大判半裁紙」（翻訳戯曲）原作者： Strindberg 218~ 221頁
■ 1924年 11月号
「隣人の愛」（翻訳小説）原作者： Andreyey 64~ 93頁
■ 1924年 12月号




「ペテロの栂」（翻訳小説）原作者： Selma Lagerlof 80~ 87頁


















































(3)『演劇・映画』（刊行期間：大正 15年 (1926) 1月~8月） 28 
■ 1926年 1月号（創刊号）
「築地小劇場一九二五ー一九二六」（エッセイ） 2~3頁













































































8 小野高裕「プラトン社の光茫」「近代大阪の出版』吉川登編、創元社、 2010年、 184頁。
9 本稿でこれらを詳細に述べる余裕はないが、小野高裕「プラトン社の軌跡 にその経緯が詳しい。
10 小野三プラトン社の軌跡］、 18頁。
1. 山本洋「‘‘関西発”文壇研究の宝庫『女性』一文学編解説ー 『女性』復刻版、第 48巻、日本図書セン
ター、 1993年、 i2頁。
12 藤澤清造「記憶を掘る」『三田文学』 1929年 3月c
13 永井荷風『断腸亭日乗』岩波書店、 1980年、 270頁。 1928年 7月 9日の日記による。
ロ 川口松太郎の著作『忘れ得ぬ人忘れ得ぬこと』講談社、 1983年および『久保田万太郎と私』講談社、 1983
年などに大阪時代が回想されている。
15 永井、前掲書、 271頁。
16 小山内薫「築地小劇場建設まで」『築地小劇場』 1924年 6月、創刊号。
ロ 堀川寛ー『小山内薫』桃誤書房、 1942年、 319頁。
18 山本、前掲書、 72-77頁。
19 川口松太郎「先生と大阪」『劇と評論』 1929年 3月。
20 永井、前掲書、 271頁。
21 『女性』の調査には復刻版（日本図書センター、 1991-1993年）を用いた c
22 前号の続き。
23 『苦楽』の調査にはマイクロフィッシュ（早稲田大学図書館編、 2004年）を用いた。
24 小山内薫の戯曲『塵境』原作の日活映画のあらすじを記者が記したもので、当該記事は小山内の署名記事
ではない。
25 前号の続き。
26 前号の続き。なお、当該号の末尾にも「つづく」と記されているが、管見の限りでは『苦楽』に続編は発
表されていないため、未完と思われる。
四前号の続き。
28 『演劇・映画』の調査には原資料と復刻版（ゆまに書房、 1989年）の両方を用いた。
29 藤澤、前掲記事。
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